
（別紙３）

～ 2025年　11月　３０日

（対象者数） 2名 （回答者数） 2名

～ 2025年　11月　30日

（対象者数） 7名 （回答者数） 7名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
看護師が常勤は1名なので、さらに充実した支援を行う

為、職員募集を行う。

2

　一人一人障害の程度が違うので、その子どもの状態の程度

に合った細かい指導ができるように職員一人一人知識の習得

を図っていく。

3
　成長、発達に応じたより細かい機能訓練が行えるように、

研修等に参加し、知識と技術の充実を図っていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
　送迎をする職員を増やすか、利用者様に合わせた

勤務時間帯に変更するか検討中である。

2 　常に募集をかけ、看護職員が配置できるようにする。

3

○事業所名 わかば

○保護者評価実施期間
2025年　１1月　１日

○保護者評価有効回答数

2025年　11月　１日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　１月　30日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

　広範囲の地域より当事業所を利用して下さっている。

送迎を希望される方が多いが、希望者全員に施行する

ことが難しいこと。

　利用されている方の自宅が東西南北ばらばらで乗り合わせて

送迎することが難しい日がある。また、送迎の時間指定もあ

り、個別の希望すべてに合うこと

が難しい。

看護師職員が少ない。

　看護師を配置することにより、現在週5で開園している

が、週6開園することができ、より子どもたちや保護者の希望

に添った支援の充実が図れる。

　常勤看護師１名配置し、どんなに重い障害や医療ケア

が必要な子どもでも利用できる。

利用されている方は重症心身障害児で、医療ケア

が必要な子供が多いので保育士と看護師が協働している。

看護師は医療的処置だけでなく、療育も参加している。

　保育士が4名、児童指導員1名とパートも含め5名配置されて

いるので、様々な遊びや音楽、季節の製作等の療育活動が充実

している。

　保育士が多く配置されており、絵やカードを見て

覚えたり、いろんな遊びを工夫し行うことで、子どもたちに

様々な体験を経験してもらうことに取り組んでいる。

　理学療法士の配置の充実を図り、子どもの日々の機能訓練の

実施を行い、機能の向上を目指していくことができる。

　四肢の機能障害がある子どもたちなので、どのように接すれ

ば一人一人の状態に合わせて少しでも機能の向上ができるか

等、理学療法士の指導の下他職員も訓練の介助を行っている。

事業所における自己評価総括表公表


